
３ 地域における普及活動の実績 【北空知支所広域専門（畜産）】

１ 活動の背景
① （有）Ａ牧場は「牛と共に歩む」をコンセプトにし、牛の健康

とストレスフリーの追求により、牛に優しい環境作りを心掛け

ている。

② 平成23年に餌寄せロボット、平成26年に搾乳ロボットを導入

し、省力化された時間を牛の観察や牛とのスキンシップに費や

すことで、おとなしく、扱いやすい牛づくりを実践している。

③ 現在SNSの発信において、全道のみならず全国に多数のフォ

ロワーがおり注目されている。

経営概要

※生乳生産の各成績はR4年度の乳検成績及び生乳旬報より集計

２ 活動の経過
令和２年４月「Ａ牧場のHACCP認証農場取得」プロジェクトを発足！
①（有）Ａ牧場 ②畜産資材メーカー ③NOSAI道央獣医師 ④普及センター

プロジェクトメンバーと役割を明確化し実践！（Ｒ３） 第1章～第2章までの資料作成

令和４年度 新たにプロジェクトメンバーで打ち合わせ取り組み開始

安全で衛生的な生乳生産環境の確立
～農場HACCP認証取得に向けた認証基準の作成～

対象：有限会社 A牧場

課題番号27

視察希望者や研修希望者も多く受け入れるようになった

事から、将来に向けても安全安心な生乳生産と従業員の

安全確保の確立を目的に、農場ＨＡＣＣＰ認証を取得す

ることを目指している。

①７月上旬 新たにプロジェクトメンバーで打ち合わせ会議

②７月下旬 北海道立農業大学校教務部畜産班に農場HACCP認証の情報提供依頼

③８月上旬 農場の各作業動線・衛生管理区域の作成打ち合わせ

④11月下旬 農大の情報を基に作業分析ｼｰﾄの作成・農場HACPP認証取得までの計画を樹立

⑥1月下旬 作業分析シート作成のため農作業調査（予定）

⑤12月上旬 JGAP指導員基礎研修（家畜・畜産物）受講・資格取得

１～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月

第3章　危害要因分析の準備
各農作業調査・工程内作業分析シート作成

農場HACCP推進農場申請（予定）

第４章　一般的衛生管理プログラムの確立とHACCP計画の作成

第５章　教育・訓練

第６章　評価、改善及び衛生管理システムの更新

第７章　衛生管理文書リスト及び文書、記録に関する要求事項

農場HACCP認証農場申請

農場HACCP認証取得までの計画

年

月

取り組み
内容

R５ R６

労働力　

経営面積

飼養頭数

生乳生産

採草地41.6ha  飼料用とうもろこし16.6ha 施設1.0ha  計59.2ha

経営主、妻、従業員３名　計５名

経産牛64頭　未経産牛42頭　計108頭

年間乳量13,038kg/頭 体細胞数24.7万/ml 生菌数0.2万/ml

農場ＨＡＣＣＰ認証基準の概要

認証基準の主な取組項目 主な内容

１ 経営者の責任

経営者によるＨＡＣＣＰ実施の誓約、ＨＡ
ＣＣＰチームの任命、内部・外部コミュニ
ケーションの確立等

２ 危害要因分析の準備 原材料、用途、工程一覧図の文書化・
保持・更新等

３ 一般衛生管理プログラム
確立とＨＡＣＣＰ計画作成

危害要因分析の実施とＣＣＰ・許容限界
の決定、監視方法・是正措置の確立

４ 教育・訓練 従事者の教育・訓練の実施等

５ 評価、改善及び衛生管理
システムの更新

内部検証の実施、消費者や出荷先から
の情報収集・分析、衛生管理システム
の改善等

６ 衛生管理文書リスト及び
文書、記録に関する要求事項

各要求事項に関する農場の衛生管理
文書の作成等



３ 成果の具体的内容
①第３章【危害要因分析の準備】の資料作成

（１）工程一覧図の作成：フローダイアグラム（図１生乳・図２牛）の作成。

（２）現状作業の明確化 工程内現状作業の明確化

製品説明書（生乳、初生牛雄、F1雄・F1雌、初生和牛、雌子牛、初任牛、廃用牛）及

び工程内作業分析シート（図３）の69工程中12工程まで作成。

（３）生産環境の文書化

Ⅰ衛生区域・Ⅱ外部車両・Ⅲ給餌飼料・Ⅳ糞尿処理の各作業動線図（図４）を作成。

４ 今後の課題と対応
① 安全で衛生的な生乳生産環境は確立されており、農場HACCP認証取得に向けた認証基準

の作成も完成の目処が付いたため、本課題は今年度で終了とする。

② 今後は一般活動としてプロジェクトチームでの農場HACCP認証取得を継続支援する。

③ 農場HACCPの考え方や妹背牛牧場での取り組みを北・中空知地域の畜産農場へ普及し、よ

り衛生的で安全な畜産物の生産を目指す。

図１ 工程一覧図（生乳のﾌﾛｰﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ）

図３ 工程内作業分析ｼｰﾄ（分娩牛管理） 図４ 衛生管理区分及び各作業動線図

図２ 工程一覧図（牛のﾌﾛｰﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ）概略

工程内作業
分析シート

整理No. F52

製品名 生乳

作成日 年 月 日 作成者 佐々木 亮太

対象工程 分娩牛管理

工程の
内容

工程
の
目的

生命維持、産後の速やかな泌乳開始

目的
阻害
要因

分娩ﾄﾗﾌﾞﾙ、分娩前の栄養管理、住環境のｽﾄﾚｽ、
過肥

注意
点

陣痛微弱、胎内子牛の失位

使用
資器
材

産科ﾁｪｰﾝ、ﾊﾞｹﾂ、殺菌剤、ｸﾞﾘｾﾘﾝ、ｼﾘﾝｼﾞ、
注射針、ﾆｭｰｸﾞﾛﾝﾌﾞﾗｽ

味噌、ｵﾀﾏ、泡立て器、ｵｷｼﾄｼﾝ製剤

現状実施
手順

作業準備→本作業→後作業

準備
作業

・殺菌剤入り温水を用意し産科ﾁｪｰﾝ、ﾊﾝﾄﾞﾙ殺菌
・ｸﾞﾘｾﾘﾝ＋味噌をﾊﾞｹﾂへ
・ｼﾘﾝｼﾞに注射針を付けｵｷｼﾄｼﾝ製剤を抽出

本
作
業

・分娩兆候や陣痛を確認、胎内の子牛の体位
を確認

・分娩介助
・分娩後速やかに味噌汁給与、子牛ﾘｯｷﾝｸﾞ
中にｵｷｼﾄｼﾝ製剤を筋注

後
作
業

・使用資器材片付け
・分娩牛観察、搾乳ロボット分娩処理

工程一覧図（フローダイアグラム）文書３－４－１

製品名 牛 作成者 ○○

工程一覧図(フローダイアグラム)文書番号３－４－２

作成者 ○○

(有)A牧場 施設レイアウト

作成者 ○○


